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＜連絡事項＞
・Ｒ２年春健康診断結果を配布します。

【日時】

 　7/8（水）　9:00～9:15　16:00～16:15

　　7/9（木）　9:00～9:15　16:00～16:15
【場所】

 　 青南病院、青南病院通所、病院事務職員　　→　病院２階事務室

上記期間での受け取りがない職員の皆様につきましては、後日配付致します。

以上、不明な点等があったら総務チームまでお問い合わせ下さい。
＜患者様連絡事項＞
・原　吉郎様～下痢や腹痛の訴えが連日続いている為、継続指示で腹痛時　ブスコパン
　　　　　　　（10）1Ｔ　5回分が処方となり、ＩＦオーダーへ追加となっています。
　　　　　　　又、クロザリルが同内容にて明日の朝から14日分処方となっています。
・坂本　福子様～青山荘体験利用の為、スタッフ付き添いで外出へ行かれています。
・蕨　真理様～15：00～ケア会議が開催されます。
・内田　都影様～継続指示薬（不眠・不穏時）のジアゼパム（2）1Ｔが20回分処方となっています。
・柿木　真吾様～両耳の痛み訴え続いており、トランサミン（250） 3Ｔ　3×毎食後　3日分　本日夕より処方となっています。
＜要注目患者様＞
・竹谷　龍道様～夜間の睡眠はとれており、対応の素っ気なさや表情の変化は見られません。独語や徘徊、奇異動作は見られず、他者からトランプに誘われ一緒に参加される様子見られています。ニヤツキは継続して見られています。
・原　吉郎様～昨日まで腹痛、下痢訴え聞かれていましたが、本日は訴えなく作業療法参
加し腹部症状の訴えありません。独語もほとんど聞かれず、体調について
は「今いち…怠い…力が入らない。」等と話されていますが、表情は良いで
す。
・滝田　英人様～朝食後より、大声での独語聞かれ、9：40「今日退院になっている。滝田が言っているんではない、皇帝が言っているんだ！」と叫び、スタッフを見ると「話を聞け！」と叫ぶ様子見られています。退院の話はない事を伝え、プログラム誘導の声かけを行うが、スタッフへの攻撃性見られています。介入時にはスタッフへ叫び、スタッフが見えなくなると「話を聞け！」とスタッフを呼ぶ事や、自室で幻聴に対して叫ぶ様子見られています。徐々に落ち着き幾分話の聞き入れは出来るようになっています。離棟行動は見られません。
・坂本　福子様～現在ピコスルファートＮａ内用液を毎日20滴服用しており、１日おきに排便がある状況です。今後青山荘へ入所した場合、施設スタッフは医療行為ができない為、浣腸を自身で行う事になります。本人様へもその点を説明しながら、排便コントロールをしていきましょう。
・内田　都影様～入れ歯を入れない状態でスタッフへ話しかけ、聞き取れない事で口調を強めたり、男性スタッフに対しての被害妄想発言、床に水がこぼれている事への易怒性見られています。イライラしやすい状態となっている事や、他者への干渉がみられている事を振り返っています。「そうでもないよ」と話し、振り返りを行ってからは訴え消失しています。
・沼端　恵子様～プログラム準備の声かけを行うと布団に入り泣いています。スタッフの声かけには反応せず。プログラムへの参加を促し、一緒に移動する事を説明すると、「結核になったんだよ。」と訴え泣きまねをするが、症状がない事を説明すると渋々プログラムへ移動しています。
＜受け持ち患者様支援検討＞
・風穴　義信様～担当スタッフが役所に手続きの為行かれています。アパートを引き払ったら生活保護を廃止するとの事。自宅の物を処分するため、業者2社へ明日見積もり依頼の連絡を行っていきます。
